
「真夜中の色 をした」肉体

—"Pantaloon in Black" 試論 ―

金澤 哲

Ｉ

WilliamFaulknerの 短 編"PantalooninBlack"は 、 彼 の作 品中、 い ろ

い ろな意 味 で 異 色 の もの であ る。 まず、 この短 編 の主 人公 で あ るRider

は 、 全 く白人の血 を引 いて いな い黒人で あ る。 そ して、Riderは 自分 の父

と母を知 らない。 とい うこ とは、 この短編 の場 合、Faulknerが 繰 り返 し

様 々 な形 で 問題 に した 父(父 祖)と 子の対立 とか、 あ るい は(黒 人の血 を

引 く者 を含む)何 代 に もわ た る白人の名家 の興 亡 といった ものは、 問題 と

な らないの であ る。 また、Riderは 製 材所 の人夫頭 であ り、 白人 の名家 に

仕 えてい るわけ ではな い。 それ どころか、 その彼の職業 は、 当時社 会的 経

済的 に差別 され ていた黒 人 が否 応 なしに割 り当て られて いた、典型 的 な単

純 肉体労働 であ る。 要 す るに、Riderは 白 人 との特別 な関係 を全 く持 って

い ないので あ り、 その よ うな主 人公はFaulknerの 全 作 品 を見渡 して も、

極め て珍 しい もので あ る。そ して、その ため に この短編 は、Faulknerの 黒

人 の生 活や 考 え方 を理解 しよ うとす る試み の中で最 も進 ん だ もの で ある と

しば しば見 な されて い る。

"PantalooninBlack"は
、 また、 それが一部 を成す合 成 小説GoDown,

Mosesの 中 にお い て も異 色の作 品 であ る。 とい うのは、GoI)own,Moses

は7つ の 中短 編 か ら構 成 され た一 つの小」・説 なの であ るが、この"Pantaloon

inBlack"以 外 の他 の6つ の作 品はみ なCarothersMcCaslinを 祖 とす る

McCaslin家 の 一族 の者 の物 語 であ るの に、 これ だけはMcCaslin家 とは

ほ とん ど何 の関係 もないの で あ る。具体的 に言 えば 、先 に述べ た よ うに、
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RiderはMcCaslinは お ろか いか な る白人 の血 も引か ない純 然 た る黒 人で

あ り、彼 とMcCaslin家 との唯一 のつ なが りは、 彼が 結婚後移 り住 ん だ家

がMcCaslin家 のRothEdmondsの 所 有 だ とい うこ とだけで しか ないの

であ る。

それ 故、"PantalooninBlack"がGoDown,Moses全 体 の 中では た し

て い る役 割 はかね てか ら議論 の的 とな って きた。 また、 それ と同時に、 南

部 白人 の名家 の出 であ るFaulknerが 、 は た して、 白人か らの差別 の下 に

生 きる黒人 の心理 を正 し く理解 し表 現 して い るか ど うか も、 同様 に広 く議

論 され て きてい る。例 えば"Faulkner'sPantaloon:TheNegroAno皿aiy

attheHeartofGoDown,Moses"と い う論文 を書 いたWalterTaylor

は 、"PantalooninBlack"の 役 割 は、 その後 に続 く"TheBear"に お いて

Isaacが 主 張す る黒 人の美徳 を読者 にあ らか じめ印 象付 け るこ とで あ る と

した上 で、FaulknerのRiderの 描 写 は表 面 的 であ り、 この短 編 は意 図 さ

れ た役 割 をはた して いない失敗作 であ る と主張 して い る。1)一 方 、Joseph

BlotnerはTaylorと は正 反対 に、 この短編 を"oneofthemostpowerful

storiesFaulknerhadeverwritten"と 評 して い る。2)ま た 、小 野清之 は、

"PantalooninBlack"を 「独立 した短 編 と して
、 フ ォー クナー の短 編 の中

で最 も秀 れ た ものの一つ 」と見 な し、さ らに、その存在 の ため に「GoDown,

Mosesは 単 なるMcCaslin家 の 年代 記 に陥 る こ とな く、南部社 会全体 に及

ぶ 歴史 を傭轍 した作 品 とな り得 て い る」 と結論 して い る。3)

"PantalooninBlack"を め ぐ
って この よ うに正 反対 の評価 が 生 まれ て

くる根 本 には、 しか し、 この作 品 のプ ロ ッ トへ の正 反対 の評価 が あ る よう

に私 に は思 われ る。 そ こで、 この作 品の プ ロ ッ トを、 ここでや や詳 し く確

認 して お きた い。 この短 編 は結婚6カ 月 で死 ん で し まったRiderの 妻

Mannieの 埋 葬 の場面 で始 まる。Riderは 、 その大 きな悲 しみの あ ま り、

葬儀 にお いて常 識外れ の振 る舞 い を した上 で、 集 まって くれ た人々 を振 り

切 って一 人家に帰 る と、 そ こで亡 き妻の亡 霊 に会 う。 妻の亡霊 に去 られた

彼 は、 一 晩中野外 に さまよい、翌朝 に は周 囲 の予 想に 反 していつ もの よう
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に製材所で働 くが、彼はその仕事では自分が呼吸をしていることを忘れ る

ことができない と悟 ると、 これ まで試みたことがないほどの大 きさの丸太

を一人で持 ち上げて トラックか ら下ろそうとす る。だが、その命がけの試

みに も成功 して しまうと、彼は突然その場 を立 ち去 り、やがて密造酒を求

め、何かに挑むようにその酒を飲み続けなが ら、夜の戸外 をさまよう。一

度だけ彼を育てて くれた叔母の家に立 ち寄るものの、神に救いを求めよと

いう叔母に反抗的な返事 をした彼は、やがて、 もう体がそれ以上酒 を受け

付けな くなるほ ど酔 った挙句、真夜中に彼が働いている製材所に戻 ってい

く。そこでは白人の夜警が黒人相手に長年いか さま賭博 をしていたのだが、

その夜、彼はそのいか さまを見破 り、拳銃 を抜いた相手の首 をかみそ りで

切 って殺 してしまう。(以下は白人の保安官代理がその妻に語つて聞かせ る

という間接的な形で描かれ る。)その翌 日、彼は逃げもせずに 自分の家で寝

ているところを保安官に捕 まるが、彼は殺されだ夜警の一族に リンチされ

ることなど何 も気に してはいないように、ただ保安官に自分 を閉 じこめな

いで くれ と頼み、そ して、実際に牢に閉じこめ られてしまうと、その人間

離れ した腕力で牢 を破 つてしまうが、それで も彼は逃げようというそぶ り

は全 く見せなかった。だが、彼はついに取 り押さえられてしまい、やがて

殺された夜警の一族の手に落ち、 リンチにあい殺 されてしまうのである。

"PantalooninBlack"の プロッ トはこのようなものである
。そして、こ

れを描 くFaulknerの 文章は、抑えた筆致の下に強い緊張 をは らんだ見事

な ものである。に もかかわらず、その文章の効果 を離れて上述のプロット

のみを見るとき、やは り、 それは私にはかなり不 自然なものの ように思 わ

れるのである。率 直に言って、いかに妻を失ったRiderの 悲 しみが大 きい

として も、それがRiderが いかさまをしていた白人を殺 して しまい、その

結果 自分 もリンチにあって殺されて しまうことの理由であるというのは説

得力がないであろう。 しか も、いかさまをしていた夜警を殺 したときには

彼はひどく酔 つていたのであ り、それ故、そのことを一種 の自殺 と考 える

ことも、やは り無理であるように思われる。つ まり、私にはRiderが 妻の
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死 を悲 しむ あ ま り、 一直線 に 自分 の死 に 向か っ て行 った とは思 われ ないの

で ある。 それは一 直線 に読 者 を始 めか ら終 わ りまで とらえて離 さない文章

の効 果 に、あ ま りに依 存 し た読 み で は な い だ ろ うか。 そ して、Walter

Taylorが"forthereaderwholooksbeneathFaulkner'stechnical

virtuosityforsomegenuinesamplingofthesenseofNegrolife...,

`PantalooninBlack'canonlydisappoint
."と 言 ったの は、 お そ ら くこの

作 品の文 章 の効果 とプ ロ ッ トの内容 との この よ うな食 い違 いに気 がつ いて

であ る よ うに、私 には思 われ るの であ る。4)ま た 、Riderの 幾 度 も経験 す

る息苦 しさ、 ほ とん ど閉所 恐怖 症的 な 閉 じこめ られ る こ とへ の恐 れ は どう

解 釈す れ ばいいの であろ うか。 同様 に、Riderの 肉体 の大 きさや その 力の

強 さは繰 り返 し強調 されて い るが、 そ れは一体 どの よ うな意味 を持 ってい

るの であ ろ うか。私 に はこれ らの問題 は、 妻 を失 ったRiderの 悲 しみ があ

ま りに も大 きか ったか らとい うだ けで は説 明 し きれ ない よ うに思 われ るの

で ある。以下 では、今指摘 した この 作 品の さ ま ざまな不 自然 な点 を、本文

を細部 に までこだ わって読 む こ とで、少 しで も理解 しうる もの に して ゆ き

たい。

II

Riderの 人並 外れ た体 の大 きさ ・力 の強 さは 、 こ とあ るご とに強調 され

て い る。 まず作 品 の冒頭 で、彼 は 身長 は6フ ィー ト(約!80セ ン チ)以 上 、

体 重が200ポ ン ド(約90キ ロ)以 上 であ る とされ、 その 手 に握 られ た シ ョベ

ル は まるで子 どものお もちゃの よ うに見 えた と説明 されて い る。 それ 以後

で も、彼 が墓地か ら家 に戻 ってゆ くときの 足 ど りは"movingalmostas

fastasasmallermancouldhavetrotted"と 描 か れて い るし、 また、そ

の夜 野外 をさまよ う時の彼 の足 ど りは"movingalmostasfastasahorse

couldhavemovedovertheground"だ っ た とされて い るの であ る。5)

こ の よ うな彼の 人並 外れ た肉体 は、 いわ ば、彼 の存在 の根本 にあ る もの

で あ った ように思 われ る。 なぜ な ら、 まず、 それは彼 の経済 的 な生 活 を支

一42一



えるものであった。彼がいい稼 ぎを得ているのは、彼が誰 よりも優iれた肉

体 を持 っていたからである。また、それは彼の自尊心の中心で もあった。

彼が24歳 で製材所の人夫頭 をしているのは、何 よ りもその肉体のおかげで

あ り、 また、彼は自身の肉体的な力への自尊心か ら、普通なら二人がか り

で動かすような大 きさの材木をわ ざと一人で扱うようなことを時にしてい

たのである0そ して、彼は小柄だった妻Mannie対 し、「俺 と数週 間はお

ろか一 日でも一緒に居 たものの中で、小 さかったのはお前だけだ」(139)6)

と言つて、大 きな犬を欲 しがったのであるが、この言葉は、 自分 の恵 まれ

た体格 に対する彼のほ とんど無邪気な誇Lりを、そのままに映 し出している。

さらに言 うな らば、そもそも、彼が"Rider"と いう名前を得 たのも、その

ぬ きんでた肉体のせいであった。 とい うのは、製材所で働 く他の人夫たち

や町の女たちが、彼にその名前 をつけたのであるが、その名前は トラック

か ら転が り落ちる材木 に乗 る彼の離れ技か ら来 だものであ り、 また、それ

は、彼 の性的な力の強さをも意味 しているのである。7)

そして、彼 と妻 との幸せ な結婚生活を可能にしたのは、まさにその並外

れた肉体 だったのである。 とい うのは、それこそ二人の生活の経済的な基

盤 をつ くっていた ものなのである。彼 らの生活が当時の平均的な黒人より

も経済的に豊かであったことは、彼 らが家賃 を前払いした上で、貯金 まで

しているとい う事実に十分に示 されている。そして、Mannieが 死ぬ前の6

カ月間を思い起 こさせ るものの多 くは、経済的な安定感に結びつ いている。

例 えば、それはRiderが わずか6カ 月の問に直したベランダであり、彼が

買ってやったス トーブであ り、 また、彼が規則正 しい生活の末に決 まって

週末に持ち帰って くる1ド ル銀貨の山であ り、 さらに、そのお金 を持って

彼女が買い物に行 った足跡なのである。

このような彼の肉体が、 しか し、死んでしまった妻と彼 を隔てる越え難

い壁 となるのである。少 し長 くなるが、RiderがMannieの 亡霊 と出会 う

場面、 その段落 をそのまま引用 してみたい。それはまた、 この短編 を特徴

づけ る緊張感 あふれる文体 の見本 を示 して くれるであろう。
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 Then the dog left him. The light pressure went off his flank; he 

heard the click and hiss of its claws on the wooden floor as it 

surged away and he thought at first that it was fleeing. But it 

stopped just outside the front door, where he could see it now, and 

the upfling of its head as the howl began, and then he saw her too. 

She was standing in the kitchen door, looking at him. He didn't 

move. He didn't breathe nor speak until ke knew his voice would 

be all right, his face fixed too not to alarm her. "Mannie,"he said. 
"Hit's awright . Ah aint afraid." Then he took a step toward her, 

slow, not even raising his hand yet, and stopped. Then he took 

another step. But this time as soon as he moved she began to fade. 

He stopped at once, not breathing again, motionless, willing his 

eyes to see that she had stopped too. But she had not stopped. She 

was fading, going. "Wait." he said, as sweet as he  had ever heard 

his voice speak to a woman: "Den lemme go wid you, honey." But 

she was going. She was going fast now, he could feel between them 

the insuperable barrier of that very strength which could handle 

alone a log which would have taken any two other men to handle, 

of the blood and bones and flesh too strong, invincible for life, 

having learned at least once with his own eyes how tough, even in 

sudden and violent death, not a young man's bones and flesh 

Perhaps but the will of that bones and flesh to remain alive, actually 

was.

Then she was gone. (140-141.強 調 筆 者)

この引用 の前半部分 は、"PantalooninBlack"を 特 徴づ け る、極 め て張

りつめ た文章 で書 かれ てい る。 それ は具体 的に 言 えば 、形容 詞 ・副詞 をほ
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とん ど含 まない短 めの文 章 であ る。 また、 そこに は挿 入や限定 用法 の関係

節 が な く、 その ため に、 文 は前 か ら後 ろへ と流 れ るよ うに一直 線に進 ん で

行 く。そ れに対 して 、イ タ リッ ク体 に した後半部分 は、まさ し くFaulkner

的 と呼 びた い よ うな、抵 抗感 の あ る入 り組 ん だ長 い文 とな ってい る(こ れ

だけ で1セ ンテ ンス であ る)。 この部分 に は形容詞 も多用 され、特 に "in―

superable"と"invincible"の 二 つ の ラテン語起 源 の形容詞 は、この段 落全

体 を通 じて、 ひ ど く目だつ もの であ る。 そ して、 この よ うな こ とは全 て

tci疇rとMannieを 隔 て る彼の 肉体 とい う壁 を強調 してい る ものな ので あ

る。そ もそ も、Riderが 妻 の亡霊 と会 うこの場 面 は、"Pantaloon in Black"

の 前 半 にお け る クライマ ッ クス とで も言 え る ような部分 であ る。 そ して、

そ こにおい てRiderの 肉体 とい う ものが この よ うに強調 されて い るの で

あ るな らば、 それ は妻 を失 ったRiderの 悲 しみ を照 ら し出す ための その場

か ぎ りのモ チー フ以上 の もの であ る と言っ て もい いのでは ないだ ろ うか。

 Mannieと の 問 を隔 て る彼 の 肉体 は、これ以後 しば しば彼の 呼吸や そ れ

に関係 す る もの(い び き、 水 を飲む ときの 息づ か いな ど)に よ って描 か れ

て い る。そ して、妻 を失 っ たRiderが ど う して も妻 と自分 を隔 てて い る肉

体 の壁 を越 え られ ない こ とは、 彼が 自分 の呼吸 を忘 れ よ う として も忘 れ ら

れ ない こ とに置 き換 え られ て表現 され てい るのであ る。野外 をさ まよい疲

れ て眠 る彼 の いび きが 、苦痛 の うめ きの よ うではな く、武器 な しに いつ ま

で も一 騎打 ちを して い る者 の よ うに聞 こえ た とされ ているのは その ため で

あ る。 とい うの は、それ はRiderが 自分 で 自分 の肉体 を打 ち負か そ うと し

て い るこ とを、 暗示 して い るので ある。 また、Riderが こ れ まで挑 ん だ こ

とが な いほ ど大 きな丸 太 を一人 で持 ち上 げ よ うとしたの は、 自分が ど うし

て も呼吸 を してい るこ とを忘 れ られ ないか らであ った。 そ して、彼 が酒 を

飲 んだの も、や は りそのせ い にされて い る。 とい うのは、酒 を飲ん で、 彼

が妻 が死 んでか ら初め て 「大 丈 夫」("all right")に な ったのは、語 り手 に

よれば、酒 が彼 の肺 を包み込 ん で、 その肺 が夜 の空気 をか き分 けて 走 る彼

の体 の よ うに 自由に な ったその 時 なの であ る。 さちに、'語 り手はRiderの
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悲 しみ と彼が感 じる息苦 しさを、あらか じめ結び付 けて表現 している。そ

れはRiderが 、墓地から自分の家に帰 って きて妻の亡霊に会 う直前のこと

である。語 り手によれば、その時、夕闇に満 たされた部屋には彼が妻 と過

ごした6カ 月間が一瞬聞に圧縮 され詰め込 まれて、そこには呼吸で きるほ

どの空気があるだけの空間 もなか ったのである。 このように、Riderの 感

じる息苦 しさというものは、彼の深い悲しみの、 いわば肉体的な表現 とな

っているのである。 と同時に、 その息苦 しさは、越 えることのできない肉

体 という壁を常に彼に思い起 こさせ るものなのである。

だが、語 り手はなぜ このようにRiderの 悲 しみを描 いたのであろうか。

注意しなければいけないのは、Riderが 自分 も死ねば妻 と同 じ世界へ行け

るとは考 えていないことである。確かに彼は、命がけで巨大な丸太 を持ち

上げたし、いかさまをした白人を殺 したことで自ら死 を招 いたとも言える

であろう。だが、 それ らのことをした時に、彼がそのために死ぬことにな

るか もしれないと予想 していたことを示す ものは何 もない。白人を殺 した

後、保安官に捕 まった時でさえ、彼は リンチにあ うこ とはおろか正規の法

による処罰の ことも何 も恐れず、ただ、 自分が息をしていることを思い出

して しまわないように、閉 じこめるこ とだけはやめて くれ と頼むのである。

もし彼が、自らの手によるにせ よ、他人の手によるにせ よ、自分の死 とい

うものを望んでいたのであれば、ここで彼はもつ と積極的に罰を望んだは

ずである。つまり、Riderは 自分 も死の うなどとは考 えていない。彼が考

えているのは、文字どお り、 自分が呼吸 していることをどのようにして忘

れるか ということなのである。これが語 り手がRiderの 悲 しみを効果的に

描 くために用いたunderstatementで あるならば、 なぜ語 り手は不 自然に

思 えるまでその手段 を使ったのであろうか。語 り手 とFaulknerを 安易に

同一視 するのは問題ではあるが、あるいは、 この点にFaulknerの 黒人理

解の限界を見るべ きなのか もしれない。だが、それならばむしろ私はそこ

に、Faulknerの 確かな意図 を見たいのである。

というのは、Riderの 肉体 には、彼 と死 んでしまった妻 との間 を隔てる
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壁である以外 に、 もう一つ、重大な意味があるのである。すなわち、彼の

その 慎 夜中の色をした」 肉体 こそ、彼が黒人であ り、 白人から厳 し く差

別されて生 きていることの紛れもない証 なのである。実は、この作品の中

で彼の肉体の色が言及 され ることは一度 しかな く、 しかも、それは作 品の

中程近 くなってか らである。だが、それは語 り手によって、実に印象的に

描かれている。

 Then the trucks were rolling. The air pulsed with the rapid beating 

of the exhaust and the whine and clang of the saw, the trucks 

rolling one by one up to the skidway, he [Rider] mounting the 

trucks in turn ... —himself man-height again above the heads which 

carefully refrained from looking at him, stripped to the waist now, 

the shirt removed and overalls knotted about his hips by the 

suspender straps, his upper body bare except for the handkerchief 

about his neck and the cap clapped and clinging somehow over his 

right ear, the mounting sun sweat-glinted steel-blue on the mid-

night-colored bunch and slip of muscles until the whistle blew for 

noon (143-4)

 仕事 に熱 中しているRiderの 姿 を描いたこの部分は、そのままい くつ も

の意味を持つ一枚の絵 になってお り、この短編全体 の中でも忘れ難 い場面

の一っである。 とりわけ、 白昼の照 りつける太陽の下で汗を輝かせ ている

彼の肉体 を描写する"midnight℃olored"と いう形容詞は、彼がその肉体

の内に秘めている悲 しみの深さとその周囲のあらゆるもの との距離 を示唆

して、強烈 な印象をもた らす。 と同時に、 ここに鮮やかに描 きだされてい

る白と黒の対照は、その まま、 白人の差別の下で生きることを余儀 な くさ

れている黒人の立場の表現 となっているのである。すなわち、上か ら照 り

っける太陽 は、黒人たちを支配 し肉体労働 に従わせ る白人のあ り方 を象徴
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し、汗 を光らせ鋼のように青 く輝 くRiderの 肉体の黒色は、白人の支配の

下でその影のように生 きざるをえない黒人のあ り方の象徴 となっているの

である。要するに、この箇所において語 り手はRiderの 妻を失 った悲 しみ

と白人の下で差別 される黒人のあ り方 とを、Riderの 「真夜中の色をした」

肉体によって、同時に一つの ものとして見事 に描 いたのである。だが、さ

らに考 えてみると、その白昼の太陽に照 らされなが らも、依然 「真夜 中」

であり続けるRiderの 肉体 は、また、その内に秘めた悲 しみの深さだけで

はな く、現に行われている白人からの差別 ・支配 も侵す ことので きない彼

の存在 をも象徴 しているとは言えないであろうか。そ して、先に述べ たよ

うに、その彼の存在 を支え、彼に自尊心 を持 たせていたものは、やは り、

彼の人並外れた肉体 その ものだったのである。だ とすれば、この ように

Riderの 肉体 を描 くことによって、語 り手は白人の支配に屈 しないRider

の姿をも、ここで暗示 していたのであ る。

III

ここまで、語 り手が妻を失つたRiderの 悲 しみをその肉体 を通 して表現

している理由について考 え、また、Riderの 人並外れた肉体の持 っている

さまざまな意味を見てきた。繰 り返 して言えば、語 り手はRiderの 真夜中

の色 をした肉体によって、彼の妻 を失った悲 しみの深 さと彼が黒人 として

白人からの差別の下に生きているこ とを同時に表現 していたのである。そ

して、その肉体は、彼 を死んで しまった妻か ら隔て、 さらに、彼 を白人の

支配の下に縛 り付けていたものだったのである。

だが、それにして も、なぜ語 り手はそれ ら二つのことを彼の肉体に重ね

合わせて一つのもの として表現 したのであろうか。 また、この小論の初め

に指摘 したこの短編のプロッ トの不 自然 さは、まだ説明されていない。す

なわち、妻を失った悲 しみが、なぜRiderが いか さまをした白人 を殺す理

由 となるのであろうか。なぜ語 り手はそのような不 自然 なプロッ トを用い

たのであろうか。この疑問に答 えるためには、しか し、我々はまず、Rider
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が妻に死 な れた こ とを どの よ うに考 えてい たか を調べ なけれ ばな らない。

妻 を失 った こ とを悲 しみ 続け るRiderに 対 して、彼 を子供 の頃か ら養 い

育て た叔 父 は、 次の よ うに言 って、彼 を諌 め てい る。"DeLawdguv,and

Hetuckaway.Putyofaithandtrusthim."(145)こ の 叔父 の言葉 は ヨ

ブ記か らの もの で、正確 には、"TheLordgaveandtheLordbathtaken

away;blessedbethenameoftheLord"(1.21)で あ り、 これは、 全 て

の家畜 と子供 達 を失 つ た時 、 それに もか か わ らず ヨブが神 を讃 えて 言 った

言葉 であ る。 それ とは対照 的 に、R;dPrは 妻 が 自分 か ら奪 われた こ とを、

全 く不 当 な こ とだ と考 えて いるので あ り、 それ故 、上 の叔 父 の言葉 に対 し

て彼 は"WhutMannieeverdoneterHim?WhutHevantercome

messinwidmeand"(145)と 言 って強 く反発 す るので あ る。 同様

に、彼 は叔 母か ら神 に助 け を求 め よ、神 はお前 の訴 え を聴 き助 けた が って

い る と言 われ た時 に、"EfnHeGod,Ahdontneedstoto王eHim.EfnHe

God,Heawreadyknowhit.Awright-HyarAhis、LeffH匇comedown

hyaranddornesomegood."(150)と 答 えてい る。 これ らの彼 の 言葉 を

見れ ば、Riderは い わ ば神 と対 等の立場 を求め てい たのだ と言 って も、言

いす ぎで は ないで あろ う。 別 の言い方 をすれ ば、Riderは 神 と自分 との関

係 を対 等 の もので はな く、不公 平 な ものだ と考 え ていたの であ る。

そ して、 結論 を言 って しまえば、Riderの こ の よ うな考 えこそ、実 は、

彼 の妻 を失 った悲 しみ と、 いか さまを した 白人へ の 怒 りとを結 び付 け るも

の なの であ る。 す なわ ち、 白人が彼 にいか さまや 不 当な取引 を迫 って来 た

時 、Riderは そ れ を自分 と神 との不平 等な関係 と同一視 したの で あ り、 そ

れ故 に、決 して それ を許 す こ とが で きなか ったの である。別の 言い方 をす

れ ば、Riderに と って、神 が不 当に妻 を奪 つてい くこ とも、 白人が不公 平

な取 引 をた くらん だ り賭博 でいか さまを仕 掛け た りす るの も、 同 じこ とだ

ったの であ る。 そ して、 彼が 自分 にいか さまを仕 掛 けた 白人 を殺 したの は、

ま さに その ためで あ った。

Riderの そ の よ うな考 え方 は、彼 と密造 酒 を造 ってい た 白人 との取引 の
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中に、既にうかが うことがで きる。 というのは、その時、'Riderは 酒 を一

瓶、代金 を支払って手にいれたのだが、相手の 白人はRiderの 張 りっめた

様子に気付 くと、ただで酒 を少 しや るから今売った分 を返せ と言うのであ

る。無論、その白人はそう言って、もめ事 に巻 き込 まれ るのを避けようと

したのであるが、Riderに すれば、これは 白人が気分次第で勝手に与えた

り奪 ったりする、不当な関係にほかな らなかった。彼には、それは妻 を奪

っていった神の仕打 ち同様、受け入れ られない ものだ ったのである。だか

らこそ、彼はその ような白人 との関係を拒否 して、 白人の手を振 り払い、

"Hitmine .Ahdonepaidyou."(147)と 言って、あ くまで対等の取引関

係 を主張 したのである。8}

Riderが いかさまをしていた白人の夜警 を殺 したの も、全 く同じ理由か

らであろう。すなわち、Riderは いかさまを仕掛けて きた白人に、妻を自

分 から不当に奪 っていったなにものか と同 じような ものを見たのである。

そして、相手が神であれ、 白人であれ、彼 は自分から何か を不当に奪 って

い くもの を許せ なかったのである。それはまた、言い方 を換えれば、Rider

か ら見た時、差別する白人は神 のように絶対的にそ して気 まぐれに自分 た

ち黒人を支配する存在だった ということである。そして、まさにそのよう

な存在 に対 してRiderは 反抗 したのであった。 この ように考 えて初めて、

妻 を失った悲 しみに駆 られた彼が、なぜ、 いかさま賭博 を仕掛けてきた白

人を殺さなければならなか ったのか、また、なぜ語 り手がそのような一見

不 自然なプロッ トを用 いたかが理解で きるであろう。Riderが いかさまを

した白人 を殺したことは、 白人の下で不当に扱われるこ とを拒否す るの と

同様、彼が妻 を奪 い取 られた理不尽 さを決 して受け入れないことを、示 し

ているのである。

そして、このようなRiderの 考 えが決 して不 自然ではないことは、この

短編の結びの部分 となっている、Riderの 事件 を振 り返 っている白人の保

安官代理の言葉によって裏付け られている。 というのは、現存するこの短

編のタイプ原稿には、保安官代理が妻に語 る次のような一節があるのであ
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る 。

Of course, a white man that will shoot dice with niggers deserves 

about what he gets, but after all white folks cant afford to condone 

a nigger setting himself up to  jTidgI=e1=e1=Ft=rcztFe=ikeAi,er,is adminis-

ter right and wrong, I dont care what the white man done.

(訂正 部分 はFaulkner自 身 に よ る。)9)

こ こ に引用 した部分 は、この短 編がRandom Houseか らGo Z)own, Moses

の 一 部 として 出版 され た形 に おいて も、 また、 それ とは別 に雑 誌伍 吻 θ露

に発表 され た形 にお いて も、削除 されてい るので あ るが、この部 分 は、 白

人が黒 人 をあ たか も神 の ように支 配 していた こ とを、差別 してい る白人の

側 の意 識か ら明 らか に示 して い る と言 え るで あろ う。 なぜ な ら、 ここで こ

の保安 官代理 は、 いか な る黒 人に対 して も、 また、 白人が何 を した のだ と

して も、黒 人が 白人 の した こ との是非 を判 断す るこ とを許 さない と言 って

い るの であ る。 それ は、 言 い換 えれ ば、 白人 は黒人 に対 し勝手 に何 を与 え

て も、 また、何 を奪 って もいい とい うこ とでは ない だろ うか。黒 人 はただ

その 白人 の振 る舞 い を黙 つて受 け入れ るしか ないの である。 しか も、 それ

は こ こで しゃべ っ てい る保安 官代理 個 人の意見 としてではな く、 白人一般

の考 え として述べ られ てい るので ある。そ して、ここで彼 が"administer"

あ るい はFaulknerが 後 に訂正 して いる とは いえ、"judge"と い う動詞 を

用 いて い るこ とも見逃 せ な いであ ろ う。 それ は保安 官代理 が 自然 に 口に し

たはずの法律 用語 であ る と同時 に、 まさに裁 判者 としての神 の役割 にふ さ

わ しい動詞 なので あ る。それ故 、保安 官代理 の上 に引用 した言葉 は、Rider

の 認 識 が正 しか った こ とを裏付 けて いる と言 って もいいであ ろ う。 すな わ

ち、 白人か らいか さ ま を仕 掛 け られ不公正 な取 引 を.仕向け られ るこ とは、

当時の南部 の黒 人 に とって、 まさに妻 を不 意に奪 って い く神 の理不尽 な仕

打 ち と同様 の もの だ ったの であ る。 また、 この文脈 で考 えれば、』神 がいか
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な るこ とを しよ う とも、 ひたす らその神 を信 じよ と言 うこ とは、そ の まま、

白人が どの よ うな仕 打 ちを して こ よ うとも、 ただ それ を黙 って受 け 入れ よ

と言 うこ とと、 同 じこ とにな るであ ろ う。 そ して、Riderは そ の どち らも

拒否 したの であ った。

N

"PantalooninBlack"が
、 黒 人の夫婦 愛 の強 さの物 語 であ る と同時 に、

白人か らの差別 の下 に生 きる黒 人の物語 で あ る こ とは これ まで述べ て きた

通 りで ある。 以下 では、 この短編 がGoDown,Moses全 体 の構 成 の中で

は た してい る役 割 につ いて、 もう少 しつ け加 えてお きたい。

まず、指摘 してお きたいの は、直前 に位 置す る"TheFireandthe

Hearth"と の 関連 であ る。"PantalooninBiack"が 黒 人の 強い夫婦 愛 を

題材 としてい る以上、 それ は"TheFireandtheHearth"に 描 かれ てい る

LucasとMollyの 夫 婦 を思 い起 こさせ ず には おか な い。実 際、Riderは

結 婚 した時にLucasを 見 習 って、家庭 の象 徴 で あ る暖炉 に火 をと もしたの

で ある。 この こ とは、 かね てか ら指摘 され て きたこ とであ るが、Riderと

Lucasの 関 係 は それだけ に とどま らない。 こ こで指 摘 してお きたいの は、

Riderの 物 語がLucasの 物 語 と裏 表の関 係 にあ る とい うこ とで あ る。

Riderが 死 んだ妻 の こ とを、 自分 か ら不 当に奪 われ た と考 え てい るこ と

は、先 に述べ た。 そ して、 彼に とって は、 その こ とは 白人か ら不公正 な取

引 を迫 られ る こ とと同 じこ とであ った。 だ とすれ ば、 そ のRiderの 経 験

は、"TheFireandtheHearth"に お いて 白人 の農 園主Zackに よ って妻

を取 り上 げ られ たLucasの 経 験 と同 じもの で あ る と言 え るの では ない だ

ろ うか。Riderが い か さ まを仕掛 けて きた 白人 を殺 した時 に 自分 か ら妻 を

奪 って い った神 に挑 ん でいたの だ とすれば 、Lucasは 自分 か ら妻 を奪 って

い った 白人 とあ くまで対 等の地位 を求め、 その ために は 自分 が リンチに あ

うこ とを も覚悟 して、 その 白人 を殺 そ うと したの で あ る。 そ して、 それ ぞ

れの妻 の名前が極 めて似 て いるこ とも、二 人の経験 した こ とが極め て似て
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い るこ とを暗示 してい る ように思 われ る。 また、Lucasが 妻 を奪 われて い

た のは6カ 月間 で あ り、 それ は、RiderがMannieと 一 緒 に暮 らせ たの と

同 じ長 さなの であ る。 さらに、GoDown,Moses全 体 の詳 細 なchronology

に よ れば、"TheFireandtheHearth"に お いてLucasが 埋 蔵 金探 しに熱

中 した ため に妻Mollyか ら離婚 を求 め られ てい た時に、RiderはMannie

を失 ったの で あ る。10)と い うこ とは、Riderが 模 範 としてい たLucasが

妻 との絆 を捨 て よ うと して いた まさにその時 に、Riderは 妻 を奪 われた不

当 さを受け 入れ る ことが で きず、 さらにその こ と と白人か らの不 当な仕 打

ちを同一視 して、 白人 を殺 して リンチにあ ったの であ る。 これほ ど揃 えば、

Riderの 物 語 とLucasの 物 語 が裏 表の 関係 に あ る と言 っ て もいい ので は

ないだ ろ うか 。妻 を奪 われ た不 当さに抗議 す るRiderの 姿 は、 あ る意 味

で、彼 が模 範 とした若 き日のLucasの 姿 その もの である。 そ して、Rider

が 妻 を奪 われ た不 当 さに抗 議 し、 そのために結 果的 に死へ と向か つてい た

その時 に、老 い たLucasが か つ て は命 がけ で取 り戻 した妻 との絆 を 自分 か

ら捨 て よ うと して いた とい うこ とは、Lucasに 対 して皮 肉 な光 を投 げか け

てい るの であ る。

一 方
、"PantalooninBlack"は そ の後 に続 くIsaacを 中心 とす る大森

林 を舞 台 とした狩 猟 の物語 とも、深 いつ なが りを持 って い るよ うに思 われ

る。無論、GoDown,Moses全 体 を通 じて、 「狩 り」が 主要 なモチー フの

一つ で あ り
、Riderが 白 人 たちに よって捕 えられ リンチ にかけ られ るこ と

もその一つ の表 れ であ る こ とは、言 うまで もない。 ただ 、 ここではその こ

とを もう少 し突 き詰 め て検 討 して みたいので あ る。具体 的に言 えば、黒 人

であ ったRiderが 人 間 ら しい感 情 を持 たな い動 物 だ と言 われ てい るこ と

と、熊 にす ぎないOldBenが そ れ を狩 るIsaacた ち によって人 間の よ うに

言 われ てい るこ とを比較 し、 その意味 を考 え てみた いの であ る。

まず、"PantalooninBlack"に お いては、ま ぎれ もな く人 間で あるRider

が 、 白人 の保 安 官代理 に よって、人間以下 の動物 で ある と言わ れてい る。

彼 は妻に死 な れて か ら リンチ に あ って殺 され るまでのRiderの 行 動が 全
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く理 解 で きず、 その妻 に人 間の格好 は して いて も黒 人 は人間 では ない、正

常 な人 間の感情 とい うこ とになれ ばあ いつ らはバ ッフ ァmと 同 じだ と主

張 す るので あ る。一方 、OldBenの 方 は、 熊で あ るに もかか わ らず、長年

の間狩 猟者の 手 を逃 れ て きた とい う理 由で、Isaacた ちに よって あたか も

人間 であ るよ うに見 な され、 人間 の よ うな名 前 をつ け られてい るので あ る。

この対 比 自体、充分 皮 肉 な もので あろ う。 そ して、 そ のこ とはRiderを は

じめ とす る黒 人 を人 間以下 の もの と見 なす 白人の 残酷 さをあか ら さまに し

て い るだけで はない。 その こ とは、 また、 狩猟 の対 象 で ある熊 を人間の よ

うに見 なすIsaacた ち の考 え方へ の批 判 となって い るので あ る。 なぜ なら、

理解 し難 い行 動 を した黒人 を人 間以下 と見 なす の も、 どう して も しとめ る

こ との で きな い熊 を動物 以上 に見 なす の も、本 質 的に 同 じこ となの であ る。

っ ま りそれは、 いずれ も、 南部 の階級社 会 の頂 点 にい る白人 たちが、勝 手

な 自分 たちの尺度 に よって 自分 た ち以外 の もの を評価 し位 置づ けて い ると

い う点 で、 同 じこ となのであ る。 す なわ ち、Isaacた ち のOldBenへ の 態

度 は、 実 は、 黒人 に人格 を認め よ う としない南部 の酷 薄 な階級社会 を支 え

て い る考z方 と表 裏一体 の ものな の であ る。 そ して、 そ の こ とは、"The

Bear"の な かでIsaacが 理 想視 して い る狩 猟 者 の世 界が、実 は極 めて階級

的 であ る ことと対応 してい るように、私 には思 われ るので ある。11)こ の よ

うに考 えてみ る と、"PantalooninBlack"の 最 後 で、取 り押 さえ られ た

Riderが 言 う"HitToollackAhjustcantquitth{nking.LooklackAh

justcantquit."(159)と い う言葉 が、 さらに重要 な意 味 を持 って くるであ

ろ う。 とい うのは、 この言葉は、 いか に して も妻 の こ とを考 えず には い ら

れ ないRiderの 悲 しみの深 さを、 まず示 して い る。 だが、 それ と同 時に、

なにか を考 え続け る とい うことが 人間 だけ にで き るこ とであ る限 り、 それ

は、結局 の ところRiderは 人 間 であ り、それ以 下 で は全 くない とい うこ と

の証拠 なのであ る。 そ うであ るな らば、 このRiderの 最 後 の言葉 は、 白人

が 黒人 を人間以下 の動 物 であ る と見 なす こ との不 当 さ を証 明 して い る とい

え るで あろ う。 そ して、 その こ とに全 く気 付か ない保安 官代理 の姿 は、1
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匹の熊 をあたか も人間 であ るかの よ うに見 なすIsaacた ち の姿 を皮 肉に照

らしだ してい る よ うに思 われ る。この ように考 え るな らば、"Pantaloonin

Black"は 、 後 に続 く狩 猟 物語 に お いてIsaacた ち が動物 を人間の よ うに

見 なす こ との裏 に、 人 間 を差別 す る階級社 会 が存在 してい るこ とを、暗示

してい る と言 って もい いの では ないだ ろうか。

そ して、 その よ うに考 え られ るの であれ ば、Faulknerが"Pantaloonin

Black"をGoDown,Mosesの 真 ん中に置 いた こ とは極 め て適 切 だ った と

言 え るであろ う。 なぜ な ら、 この短編 に描 かれ たRiderの 物 語 は、 まず、

その前 に位 置す る"TheFireandtheHearth"で 描 かれ たLucasの 姿 を

思 い起 こさせ る と同時 に皮 肉な光 を投 げかけ てい るのであ る。 また、 この

物 語は、 その後 に続 くIsaacを 中心 とす る狩猟物 語 を、 やは り南部 におけ

る黒人 と白人 の関係 を描 い た もの と理解 す るための視 点 を提供 して い るの

であ る。 そ して、 こ こでFaulknerがGoDownMoses全 体 の主題 を南部

におけ る 白人 と黒 人の関係 であ る と述べ た こ とを思 い出 して もいいであ ろ

う。12)"PantalooninBlack"に お いては、妻 に死 なれた夫 の悲 しみ とい

う普 遍的 な題材 が、 白人か らの差別 の下で生 きる黒人 のあ り方 と重ね合 わ

されて描か れ てい た。す な わ ち、 この短編 は、 南部 におけ る 白人 と黒 人 と

の関係 を主題 とす る小 説仁 、確 か にふ さわ しい もの であっ たので ある。
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